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7フェロマンガン製造工場周辺の粉じん中
マンガンの化学形態の推定
福　　崎　　紀　　夫
1・は　じ　め　に　　　　　　　　　　はこれらのことからマソガン工場周辺家屋の雨といに堆
新潟市山の下地区（図一1）では，ハイボリューム・工　　積した粉じんのX線回折分析から粉じん中のマンガン
ア・サソプラーによる浮遊粉じんの測定においてマンガ　　の化学形態の推定を試みた．また，工場発生源の一つと
ンが高濃度に検出されており5），昭和50年度の環境大気　　して，電気炉，焼結炉の集じん機ダストについてもX
調査1）では0．58μg／m3（3回の平均），昭和52年度の調　　線回折を行った・
査2）では0．26μg／m3（5回の平均）という値が得られ
ている．これらの値はバヅクグラウンド値3）（0．01μ9／　　　　　　　　2・方　　　　法
m3）の数十倍である．これは付近にあるフェロマンガ　　　図一2に示す工場周辺5地点の家屋の雨といに堆積した
ン製造工場の影響と見られているが，粉じん中のマンガ　　粉じんを薬さじで採取し，風乾した後，ふるいを通し，
ンの化学形態については調査されていなかった・しかし　　メノウの乳ぽちで粉末としてX線回折用の試料とした．
ながら，環境に与える影響を考える上でその化学形態を　　集じん機ダストについてはそのままX線回折用試料
明らかにすることは重要であると考えられる・本報告で　　とした・X線回折装置は理学電機社製のX線発生装置
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図一1　サンプリング地区（□枠）位置図（新潟市山の下地区）
8　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟公害研報告　　　　　　　　　　　　　　N（」41979
灘藩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である4）．マンガソの化合物としてはNo・1とNo・3
図一2　サンプリ
@　　（P：
　ング地点位置図　　　　　　　　　　　　　　　　地点から二酸化マンガソ（MnO2）が検出された・このマンガン合金工場）
他図一3に示した様にNo．1地点から一酸化マンガン
表一1　同定に用いた装置とその使用条件
表一2　X線回折により確認された物質
装置
X線発生装置ゴニオメータ 理学電機社製C．N．
@　〃　　　SG－7．
4053A3　　　　　　　　　　（雨とい堆積物）　C．N2141
Target Fe 撫 物質　の　化学式Filter MI1 1 α一SiO2，　NaAISi308，　KAISi308，α・Fe203，　Fe，MnO2Voltage40kV
Currellt10mA 2 α一SiO2，　NaAISi308，　KAISi303，　CaCO3，α・Fe203条件
Time　const．1sec． 3 α一SiO2，　NaAISi308，　KAISi308，　CaCO3，　MnO2，ｿ・Fe203
Scan　speed
rlit
2°／min，1°／min
n．3mm 4
αSiO2，　NaAISi308，　KAISi308，α・Fe203
DetectorP．C． 5 αSiO2，　NaAISi308，　KAISi308，α・Fe203
口　α一Sio2
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■　KAI　Si308
▲　MnO2
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図一3No．1地点の雨とい堆積物のX線回折図
No．4　197g　　　　　　　　　　　　　Bu！1・E・P・C・Lab・，　Niigata　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
（MnO）のピークと思われる回折ピークが得られたが第　　られた・
一ピークのみであり確認は困難であった・通常の粉じん
中のマンガンはその存在割合が低く，普通のX線回折　　　　　　　　　4・結　　　　語
では検出されにくいことからここに検出されたMnO2　　　以上の結果から・新潟市山の下地区の粉じん中に含ま
はフェロマンガン製造工場由来の物質と考えられる．　　　れるマンガンの化学形態は・雨とい堆積物のX線回析
工場内でMnO2の発生源としては，工場内に堆積し　　から主にMnO2と推定される・この物質は付近のフェ
た鉱石の舞i上りと焼結炉，電気炉の排ガス中に含まれる　　ロマンガン製造工場内の集じん機ダストからも検出され
ダストが考えられるが，本年度の調査ではこのうちサン　　たが・同工場内の堆積鉱石の分析結果がないためどちら
プリングの機会のあった焼結炉と電気炉の集じん機ダス　　が主発生源かを推定することは本調査ではできなかっ
トのX線回折分析を試みた．　　　　　　　　　　　　た・
表3には集じん機ダストの分析結果を示した・マンガ
ンの化合物としては焼結炉ダストから屡Mn203，　MnO，　　　　　　　　　文　　　　献
MnO2，電気炉ダストからはMnO，　MnO2が検出され，　　1）i新潟県：昭和50年度新潟地域環境大気調査報告書，
他にはα・Fe203，α一SiO2，　CaCO3などの回折ピークが見　　　　P・23（1976）．
2）新潟県：新潟地域環境大気調査報告書，p．26
表一3　X線回折により確認された物質　　　　　　　　（1978）・
（集じん機ダスト）　　　　　　　　　　　　3）全国公害研協議会：山岳・森林・原野における大気
＼ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汚染のパックグラウンド調査，p．342（1977）．物質　の　化学式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）Kikuo　Oikawa：Trace　analysis　of　atomospheric
焼結炉 α司Fe203・α一Mn203・MnO・MnO2・α一SiO2　　　　　　samples，　P．136（1977），　Kodansha　LTD
電気炉 CaCO3，　MnO，　MnO2，α一SiO2　　　　　　　　　5）新潟市：新潟市における公害・第11集，（昭和52佃
4月～昭和53年3月），p・111（1978）．
